
（様式） 

2020 年 4 月 28 日 提出 

1. 研究課題名 

古写経の単一画像超解像による解析とデータベース構築――ARC 所蔵藤井永観文庫を中心として―― 

（英文課題名：An Analysis and a Database Construction of Old Japanese Manuscripts using Single Image Super-
resolution ; Focusing on the Fujii Eikan Bunko Collection stored by the Art Research Center） 

2. 研究代表者 

氏名（ふりがな） 所属機関・職名 

相田 敏明（あいだ としあき） 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科・講師 

3. 研究分担者 （合計： 3 名） ※アート・リサーチセンター所属者は、「ARC 所属教員欄」に○印を付してください 

氏名（ふりがな） 所属機関・職名 

横内裕人（よこうちひろと） 京都府立大学 

小林知美（こばやしともみ） 筑紫女学園大学 

相田愛子（あいだあいこ） 日本学術振興会 

 
 

4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

本研究課題の目的は，次の 3 点である。 
(1) 紺紙金字経において染料に隠れた墨書の赤外光画像を、画像処理の一手法である“単一画像超解像”によ

り高解像度化し、写経料紙の年代・技法・制作背景についての分析に資する。 
(2) 過去に撮影された低解像度赤外光画像の高解像度化に資することを目的として、様々な高解像度画像と、

それらを低解像度化した画像間の関係を学習し、低解像度画像を高解像度画像へ変換する辞書行列（データ

ベースの一種）を作成 
(3) 立命館大学アート・リサーチセンター藤井永観文庫所蔵品を中心とした、可視光・赤外光・顕微鏡撮影によ

る資料画像や、調査で取得した資料情報による古経典データベースの構築 
 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

本研究の対象は、平安時代後期に作製された紺紙金字経であり、立命館大学アート・リサーチセンター藤井

永観文庫所蔵品を中心に解析を行った。その時代の紺紙金字経ではまれに、赤外光撮影により墨書が発見さ

れることが知られているが、赤外光画像は解像度が低いだけでなく、特有な強度の高いノイズが付加されている

という問題点を有している。我々の昨年度までの研究により、ある程度のノイズ除去を伴った、単一画像超解像

技術による高解像度化を実現したが、今年度は更なる適切なフィルタ処理により、従来よりも有効なノイズ除去、

および、墨書のエッジ検出を可能にした。 
また、ARC 研究資源ポータルデータベース内に、「隠れた墨書データベース」を作成した。 
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